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土
江
子
ど
も
神
楽
団
が

   

「
恵
比
寿
」
を
披
露

　
開
通
記
念
式
典
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
今
回
の
開
通
区

間
に
あ
た
る
長
久
町
の
「
土
江
子

ど
も
神
楽
団
」が
恵
比
寿
を
披
露
。

か
わ
い
い
恵
比
寿
の
姿
に
会
場
も

拍
手
の
嵐
で
し
た
。
恵
比
寿
役
の

嵯
峨
悠
馬
君（
小
４
）は
、演
舞
後

に
「
僕
は
石
見
神
楽
を
舞
い
た
く

て
出
雲
市
か
ら
土
江
子
ど
も
神
楽

団
に
入
っ
た
。
高
速
道
が
繋
が
れ

ば
移
動
時
間
が
短
く
な
り
、
神
楽

の
練
習
に
も
行
き
や
す
く
な
る
の

で
嬉
し
い
。
道
路
の
開
通
を
こ
れ

か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と

ス
テ
ー
ジ
で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

   

10
年
以
上
の
時
を
経
て

   

完
成
し
た
未
来
へ
の
礎

　
山
陰
道
「
大
田
・
静
間
道
路
」

は
平
成
24
年
度
に
、
同
「
静
間
・

仁
摩
道
路
」
は
平
成
20
年
度
に
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
着
手
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
の
時
間

を
経
て
完
成
し
た
道
路
は
、
地
域

に
と
っ
て
は
、
物
流
や
移
動
の
安

全
性
、
利
便
性
、
快
適
性
を
飛
躍

的
に
向
上
さ
せ
「
命
の
道
」
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。
　

　
式
典
で
は
、
主
催
者
の
国
土
交

通
省
よ
り
堂
故
茂
副
大
臣
が
出

席
。「
山
陰
道
は
鳥
取
・
島
根
・

山
口
３
県
の
日
本
海
国
土
軸
の
根

幹
を
な
す
大
動
脈
と
し
て
昭
和
62

年
に
高
規
格
幹
線
道
路
網
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
故
竹
下
登
総
理
大

臣
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
『
国
土
開
発

に
「
こ
こ
ろ
」
を
吹
き
込
み
、
地

域
の
知
恵
と
情
熱
を
活
か
し
、
潤

土江子ども神楽団が「恵比寿」を披露しました

楫野 弘和 市長 堂故 茂 国土交通副大臣

ど
う
こ

　
令
和
６
年
３
月
９
日
、
山
陰
道
「
大
田
・
静
間
道
路
」「
静
間
・
仁
摩
道

路
」
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
開
通
を
祝
い
、
同
日
、
大
田
市
民
会
館
に
て
、
国
土
交
通
省
、
島

根
県
、
大
田
市
の
主
催
で
「
開
通
記
念
式
典
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
開
通
に
あ
た
り
貴
重
な
土
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
地
元

地
権
者
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
国
土
交
通
省
よ
り
、
堂
故
国
土
交
通
副
大
臣
、

地
元
選
出
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
７
０
人
が
出
席
し
、
事
業
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

開
通
開
通
記
念
式
典
開
催

山
陰
道「
大
田・静
間

山
陰
道「
大
田・静
間
道
路
」「
静
間・仁
摩
道
路
」
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い
や
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

や
、
災
害
に
強
く
安
全
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
』
と
の

思
い
に
寄
与
す
る
大
変
重
要
な
道

路
で
あ
り
、
現
在
も
そ
の
志
は
、

本
日
ご
臨
席
の
国
会
議
員
の
皆
さ

ん
が
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
山
陰
道
の
全
線
開
通
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

   

山
陰
道
整
備
へ
の
期
待
と
覚
悟

　
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
楫
野
市
長
は
、

あ
い
さ
つ
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

飾
っ
た
土
江
子
ど
も
神
楽
団
に
触

れ「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
も
、

本
当
に
喜
ん
で
い
る
。
今
回
の
山

陰
道
の
開
通
を
大
変
嬉
し
く
思

う
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後

の
山
陰
道
整
備
に
つ
い
て
、「
現

在
66
％
の
開
通
率
で
あ
る
山
陰
道

は
令
和
７
年
度
末
に
は
85
％
に
達

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
県
内
の
山

陰
道
が
大
き
く
前
進
す
る
中
、
本

格
的
な
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

時
代
の
到
来
に
向
け
て
、
開
通
効

果
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
田
市
出
身
の
三
浦

靖
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る

地
元
選
出
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
、
祝
電
披
露
や
松
江
国

道
事
務
所
の
近
藤
弘
嗣
所
長
に
よ

る
工
事
報
告
、
大
田
商
工
会
議
所

の
齋
藤
寛
会
頭
、
島
根
県
農
業
協

同
組
合
石
見
銀
山
女
性
部
の
髙
橋

恒
子
会
長
の
「
期
待
の
こ
と
ば
」

を
経
て
、
島
根
県
議
会
園
山
繁
議

長
の
万
歳
三
唱
に
て
開
通
記
念
式

典
は
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

   

春
の
雪
が
舞
う

   

本
線
上
で
の
祝
賀
行
事

　
続
い
て
、
山
陰
道
「
大
田
・
静

間
」
道
路
大
田
静
間
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
会
場
を
移
し
、

祝
賀
行
事
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

本
線
上
の
会
場
で
は
大
田
高
校
吹

奏
楽
部
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
ミ
ッ

キ
ー
・
ザ
・
ソ
ー
サ
ラ
ー
」
を
演

奏
し
、
到
着
し
た
式
典
の
出
席
者

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。そ
の
後
、石

見
銀
山
天
領
太
鼓
が
力
強
い
太
鼓

の
演
奏
を
披
露
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
は
、み
ぞ
れ
が
降
り
始
め
る
中
、

く
す
玉
が
開
く
と
「
祝
　
開
通
」

の
幕
が
風
に
大
き
く
は
た
め
き
、

地
元
鳥
井
保
育
園
の
園
児
と
保
護

者
が
飛
ば
し
た
風
船
が
、
空
高
く

舞
い
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
田
静
間
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
大
田
中
央
・
三
瓶

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通

を
祝
う
パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
来
賓
車
両
や
地

権
者
が
乗
っ
た
バ
ス
、
山
陰
道
の

開
通
に
よ
っ
て
物
流
面
で
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
地
元
企
業
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
が
参
加
し
、

パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
午
後
５
時
に

一
般
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
化
か
ら
、
多
く
の
市
内
外

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
山

陰
道
「
大
田
・
静
間
道
路
」「
静

間
・
仁
摩
道
路
」
は
無
事
に
開
通

を
迎
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
今
後
も

山
陰
道
を
ご
活
用
い
た
だ
く
と
も

に
、
引
き
続
き
山
陰
道
全
線
開
通

に
向
け
て
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
事
業
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
７
）

会場ではプレイベントでの寄せ書きも掲示

石見銀山天領太鼓の力強い演奏

大田高校吹奏楽部の華やかな演奏

開通を祝うラッピングトラック

自動車パレードに旗を振る人たち自動車パレードに旗を振る人たち自動車パレードに旗を振る人たち自動車パレードに旗を振る人たち
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４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
異
動
総
数
は
２

６
９
人
（
市
立
病
院
含
む
）
で
す
。

こ
の
う
ち
課
長
級
以
上
の
職
員
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
と
お
り
組
織
体
制

の
一
部
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。　組

織
体
制

【
政
策
企
画
部
】

・
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
の
多
文
化

共
生
の
推
進
を
図
る
業
務
を
「
定

住
交
流
係
」か
ら「
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
」に
移
管
す
る
た
め「
定
住
交

流
係
」を「
定
住
交
通
係
」に
改
称

【
総
務
部
】

・
人
材
の
確
保
、育
成
な
ど
の
諸
課

題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
人
事

課
の「
人
事
給
与
係
」を「
人
事
係
」

と「
給
与
係
」の
２
係
体
制
に
改
変

・
時
期
に
よ
る
業
務
量
の
増
減
な

ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
体

制
と
す
る
た
め
、
税
務
課
の
内
室

で
あ
る「
収
納
管
理
室
」を
廃
止
し

「
収
納
管
理
係
」
を
設
置

【
健
康
福
祉
部
】

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

の
外
部
委
託
に
伴
い
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止

【
環
境
生
活
部
】

・
環
境
政
策
及
び
環
境
保
全
に
関

す
る
業
務
を
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
、環
境
政
策
課
の「
環
境
保
全

係
」を
廃
止
し「
環
境
政
策
係
」に

統
合

【
教
育
部
】

・
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化
と
所

管
窓
口
の
分
か
り
に
く
さ
の
解
消

を
図
る
た
め
、石
見
銀
山
課
の「
文

化
係
」を「
社
会
教
育
課
」へ
移
管

す
る
と
と
も
に「
図
書
館
係
」と
統

合
し「
文
化
・
図
書
館
係
」を
設
置

・
石
見
銀
山
遺
跡
の
効
果
的
な
調

査・保
全・受
入
環
境
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、石
見
銀
山
課
の「
調
査

整
備
係
」を
廃
止
し
、「
世
界
遺
産

係
」
に
統
合

・
重
伝
建
地
区
及
び
文
化
財
建
造

物
を
は
じ
め
と
し
た
多
種
多
様
な

文
化
資
源
の
保
存
・
活
用
を
一
体

的
に
推
進
す
る
た
め
、
石
見
銀
山

課
の「
建
造
物
係
」を「
文
化
資
源

活
用
係
」
に
改
称

【
大
田
市
立
病
院
地
域
医
療
部
】

・
地
域
医
療
連
携
強
化
に
お
け
る

必
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、

地
域
医
療
連
携
室
の
「
医
療
連
携

相
談
係
」
を
「
地
域
医
療
連
携
係
」

と
「
入
退
院
支
援
・
医
療
相
談
係
」

と
の
２
係
体
制
に
改
変

【
大
田
市
立
病
院
事
務
部
】

・
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

総
務
課
の「
総
務
係
」と「
施
設
用

度
係
」
を
統
合
し
「
総
務
施
設
係
」

を
設
置

【
職
員
数
】
７
６
２
人

※
　
国
・
県
か
ら
の
派
遣
職
員
６

人
を
含
む
。

　
内
訳
　
大
田
市
　
　
４
７
２
人

　
　
　
　
市
立
病
院
　
２
９
０
人

　大
田
市

【
部
長
級
】

▼
政
策
企
画
部
長
　
兼
温
泉
津
支

所
長
　
兼
仁
摩
支
所
長
（
観
光
振

興
課
長
）
　
　
　
　
　
下
垣
英
樹

▼
産
業
振
興
部
長
（
産
業
振
興
部

長
　
産
業
企
画
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
原
寿
夫

▼
産
業
振
興
部
技
監
　
森
づ
く
り

推
進
課
長
事
務
取
扱
（
産
業
振
興

部
技
監
）
　
　
　
　
　
伊
藤
発
郎

▼
消
防
部
長
（
消
防
部
次
長
　
消

防
部
総
務
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
智
靖

【
課
長
級
】

▼
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
長
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
　
併
監
査

委
員
事
務
局
長
　
併
公
平
委
員
会

事
務
局
）
　
　
　
　
　
大
迫
　
学

▼
危
機
管
理
課
長
（
大
田
消
防
署

副
署
長
）
　
　
　
　
　
兵
庫
慎
也

▼
税
務
課
主
査（
事
業
推
進
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
拓
也

▼
子
ど
も
保
育
課
長
（
農
林
水
産

課
長
）
　
　
　
　
　
　
吉
田
貴
宏

▼
医
療
政
策
課
長
（
市
民
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
朱
美

▼
介
護
保
険
課
長
（
介
護
保
険
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
正
一

▼
市
民
課
長
（
都
市
計
画
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
耕
晋

▼
環
境
政
策
課
長
（
税
務
課
収
納

管
理
室
長
）
　
　
　
　
重
富
博
保

▼
産
業
企
画
課
長
（
建
築
営
繕
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
福
間
克
利

▼
観
光
振
興
課
長
（
ま
ち
づ
く
り

定
住
課
長
）
　
　
　
　
梶
野
　
実

▼
農
林
水
産
課
長
（
森
づ
く
り
推

進
課
長
　
　
　
　
　
　
森
山
久
利

▼
事
業
推
進
課
長
（
社
会
教
育
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
楫
　
隆
宏

▼
都
市
計
画
課
長
（
上
下
水
道
部

管
理
課
長
）
　
　
　
　
伊
藤
昌
彦

▼
建
築
営
繕
課
長
（
子
ど
も
保
育

課
長
）
　
　
　
　
　
　
中
村
和
也

▼
上
下
水
道
部
管
理
課
長
（
大
田

市
立
病
院
事
務
部
総
務
課
長
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
迫
英
樹

▼
下
水
道
課
長
（
下
水
道
課
長
　

兼
土
木
課
主
査
）
　
　
青
戸
将
典

▼
消
防
部
総
務
課
長（
警
防
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
間
　
武

▼
予
防
課
長
（
予
防
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
耕
季

▼
警
防
課
長
（
危
機
管
理
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
剛

▼
西
部
消
防
署
長
（
予
防
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
秀
司

▼
温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課
長

（
環
境
政
策
課
長
）
　 

山
本
幸
夫

▼
会
計
管
理
者
　
兼
出
納
室
長

（
出
納
室
長
補
佐
）
　 

楫
　
美
穂

問
人
事
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
１
４
）

下垣英樹
政策企画部長

山本智靖
消防部長



現地の様子を説明する派遣された職員現地の様子を説明する派遣された職員

▼
議
会
事
務
局
次
長
（
介
護
保
険

課
長
）
　
　
　
　
　
　
紙
田
峰
穂

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

併
監
査
委
員
事
務
局
長
　
併
公
平

委
員
会
事
務
局
（
議
会
事
務
局
次

長
）
　
　
　
　
　
　
大
久
保
広
志

▼
学
校
教
育
課
長
（
島
根
県
教
育

委
員
会
よ
り
派
遣
）
　
俵
　
拓
夫

▼
社
会
教
育
課
長
（
人
事
課
長
補

佐
）
　
　
　
　
　
　
　
岩
谷
和
美

▼
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
長
（
温
泉

津
支
所
市
民
生
活
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
陽
一

　
大
田
市
立
病
院

【
部
長
級
】

▼
地
域
医
療
部
長
　
兼
医
療
局

循
環
器
科
部
長（
循
環
器
科
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
森
　
峰

▼
診
療
技
術
部
長
　
兼
医
療
局

整
形
外
科
部
長
　
診
療
技
術
部
臨

床
工
学
科
長
事
務
取
扱
　
診
療
技

術
部
栄
養
管
理
科
長
事
務
取
扱

診
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
技
術
科
長
事
務
取
扱
（
整
形
外

科
部
長
）
　
　
　
　
　
川
上
敦
樹

▼
消
化
器
科
上
席
部
長
（
消
化
器

科
部
長
）
　
　
　
　
　
森
山
一
郎

▼
消
化
器
科
部
長
　
兼
内
視
鏡
セ

ン
タ
ー
長
（
消
化
器
科
医
長
　
兼

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長
）
石
田
周
幸

広報おおだ　Ｒ6（2024）4.255

▼
小
児
科
部
長
　
兼
情
報
シ
ス
テ

ム
管
理
室
長（
小
児
科
上
席
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
大
介

▼
事
務
部
長（
島
根
県
か
ら
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
垣
譲
次

【
次
長
級
】

▼
看
護
部
次
長
　
兼
地
域
医
療
部

次
長
（
看
護
部
次
長
）
原
ゆ
か
り

【
課
長
級
】

▼
看
護
部
看
護
師
長
（
看
護
部

副
看
護
師
長
）
　
　
　
林
恵
美
子

▼
事
務
部
総
務
課
長
（
健
康
福
祉

部
医
療
政
策
課
長
）
　
飯
田
博
幸

【
新
規
採
用
】

▼
産
婦
人
科
医
長
　
　
波
多
野
渚

▼
放
射
線
科
医
長
　
　
松
浦
史
奈

　
３
月
21
日
、
大
田
市
役
所
か
ら

石
川
県
へ
派
遣
し
た
職
員
６
名
か

ら
、
現
地
で
従
事
し
た
業
務
に
つ

い
て
報
告
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
派
遣
で
は
、
家
屋
の
被

害
調
査
業
務
、
罹
災
証
明
書
発
行

業
務
、
被
災
者
の
健
康
相
談
お
よ

び
避
難
所
の
衛
生
対
策
に
そ
れ
ぞ

れ
従
事
し
ま
し
た
。

　
派
遣
職
員
か
ら
は
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
調
査
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
報
告
書
作
成
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
効
率
的
に
業
務
が

実
施
で
き
た
」「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
が
十
分
で
な
い
中
で
の
生

活
は
、
住
民
に
と
っ
て
非
常
に
精

神
的
苦
痛
が
大
き
い
」
な
ど
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
を
受
け
て
、
市
長

は
「
今
後
の
災
害
対
応
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

１
列
目
左
か
ら
西
上
佐
恵
、
堀
江
保
也
、
杉
谷

俊
介
、
２
列
目
左
か
ら
清
水
芳
樹
、
山
﨑
省

吾
、
檜
垣
大
翔

問
人
事
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
１
４
）

能登半島地震災害義援金
これまでにお寄せいただいた義援金額

ご協力ありがとうございました

　大田市では能登半島地震により被災された
皆さんに対する支援として、災害発生直後から
市役所本庁・支所に義援金箱を設置しており、
これまで多くのかたにご協力をいただきました。
　お預かりした義援金は日本赤十字社を通じて
被災地へお送りしています。（一部は大田市より
直接、被災自治体へお送りしています）
※　義援金箱は引き続き設置しております
　　　　　　　  問総務課（☎0854‐83‐8013）

集計期間（令和６年１月５日～３月８日）
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笑顔と元気があふれる大田市役所に !笑顔と元気があふれる大田市役所に !

「元気・笑顔発信隊」の取り組み
問人事課（☎0854‐83‐8014）問人事課（☎0854‐83‐8014）

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

市役所玄関に飾られた川柳応募作品市役所玄関に飾られた川柳応募作品

市
長
賞

キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
で
交
流
す
る
市
役
所
の

女
性
職
員
た
ち

県
職
員
と
の

合
同
研
修
会
の
様
子

大
田
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

　昨年度、女性の魅力を探究し、個人や集団においても輝ける女性の
活躍を調査することを目的とし、発起人 武田教育長のもと、女性職
員有志による「元気・笑顔発信隊」が発足しました。
　発足後はキンボール大会の企画・運営、第一線で活躍されている企
業の女性管理職を講師にお招きして研修会をおこなうなど、初年度か
ら精力的に活動をおこなっています。
　このたび「大田市役所の笑顔・元気」をテーマとした川柳大会を企
画し、市役所職員全体に募集。約50句の応募の中から、審査の結果９
句が入賞し、「市長賞」「副市長賞」「教育長賞」の受賞者が楫野市
長、船木副市長、武田教育長からそれぞれ賞状を受け取りました。

副
市
長
賞

教
育
長
賞

「共創推進プロジェクトチーム」の取り組み
　「第２次大田市総合計画」の実現に向けた基本姿勢とし
て掲げている「共創のまちづくり」の浸透を図るため、市
役所の若手職員を中心とした「共創推進プロジェクトチー
ム」を設置し、市役所内外のさまざまな人と関わりあいな
がら、意見交換会や勉強会、各種イベントの開催など、自
主的な取り組みをおこなっています。
　令和５年度には「ダイコウラボ」「大田商工会議所青年
部」の皆さんとともに企画したｅスポーツイベントや、県
職員のかたとともに「中山間地域の課題」について学ぶ合
同研修会などを開催しました。
　今後も、大田に関わる皆さんとともに、まちづくりが進
められるよう、共創の輪を広げつつ、さまざまな取り組み
にチャレンジしていきます。
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４月１日から「こども家庭センター」を開設しました４月１日から「こども家庭センター」を開設しました

「こども家庭センター」で
こどもに関することを相談してみませんか？

「こども家庭センター」で
こどもに関することを相談してみませんか？

専用の相談室【市役所１階】で、こどもと一緒に相談ができます

離乳食を食べてくれない離乳食を食べてくれない

誰かに手伝ってほしい こどもを叩いてしまいそう…誰かに手伝ってほしい こどもを叩いてしまいそう…

自分の時間が作れない こどもを怒りすぎてしまう…自分の時間が作れない こどもを怒りすぎてしまう…

こどもが泣き止まなくてつらい 子育てに疲れたな…こどもが泣き止まなくてつらい 子育てに疲れたな…

　　問子ども家庭支援課「こども家庭センター」
　　　　　　　　　（☎0854‐83‐8147・0854‐83‐8152）

こどもと一緒に相談できるスペースがあります専門の職員がさまざまな相談に応じます

　令和６年４月１日から、母子保健機能（妊産婦、乳幼児、子育て世帯を支援）と
児童福祉機能（虐待や貧困など問題を抱えたこどもや保護者を支援）を一体的に実
施し、各種の相談などに対応する「こども家庭センター」を、子ども家庭支援課内
に開設しました。ふたつの機能の連携と協働を深め、妊娠から子育てまで切れ目な
く支援することで、すべての妊産婦と子育て世帯が、より安心して出産・子育てが
できる環境を整えていきます。

　具体的な事業として、妊娠期からの育児教室や、出産後の不安や疲れを軽減する
産後ケア事業をおこなっています。また、乳幼児健診では育児負担を確認し、必要
なサポートに繋ぎます。
　子育て支援機関や医療機関など関係機関と連携して、こどもや親子を孤立させな
い環境づくりに取り組んでいます。

保健師や助産師などの専門職がお話を聞いてサポートします
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新
た
に
竣
工
し
た

馬
路
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

川
島
文
夫
組
合
長
（
左
）

鮮やかな緑色をしたアスパラガス 生アスパラのしょう油麹づけ

馬路まちづくりセンター竣工式
地域の新たな拠点に期待

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合
　

春
が
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
荷
開
始

　３月28日、新たな地域活動拠点としての出発を祝う
ため、馬路まちづくりセンター竣工式がおこなわれ、
約30人の地元関係者などが出席しました。
　旧馬路まちづくりセンターは、昭和57年に琴ヶ浜会
館として建設以来、地域活動拠点として活用されてき
ましたが、老朽化により危険な状況にありました。
　このたび新たに竣工した施設は、まちづくりセン
ター機能に加え、地域外からの観光客やリモートワー
カーなどの関係人口の拡大に向け、デジタル設備や
＊コワーキングスペース、地域住民と気軽に交流でき
るスペースがあるほか、地域運営組織の馬路おこし会
が目指す観光事業による誘客や地域資源を活用した地
域住民参加型イベントの場としての機能を併設してい
ます。
＊さまざまな年齢、職種の人たちが利用する共同型オ
フィス、シェアスペースのこと

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8031）

修
園
を
迎
え
た
長
期
留
学
第
20
期
生
と

関
係
者
の
皆
さ
ん

山村留学センター　三瓶こだま学園
１年間の留学生活を修了

　３月23日、１年間の山村留学の締めくくりとなる
三瓶こだま学園「修園のつどい」が山村留学センター
でおこなわれ、保護者や受け入れ農家、北三瓶小・中
学校の先生方をはじめとする関係者約70人が参列しま
した。
　20期生は、千葉県から福岡県までの全国各地の出身
で、小学５年生と中学２年生の７人。つどいでは、一
人ひとりが昨年４月の入園時にたてた目標の達成度や
反省、北三瓶で過ごした感謝の気持ち、そして、来た
る４月からの過ごし方と決意を発表しました。また、
地元生と一緒に練習してきた「北三瓶っ子太鼓クラ
ブ」としての太鼓演奏や石見神楽を皆さんへ披露しま
した。
　来年度の21期は、修園した７人のうち５人が継続し、
入園生８人を加え、計13人でスタートします。

問山村留学センター（☎0854‐86‐0700）

　「
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

生
産
組
合
」（
川
島
文
夫
組
合

長
）
が
生
産
す
る
大
田
市
産
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
が
２
月
下

旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
現
在
15
人
の
生

産
者
で
組
織
さ
れ
、
栽
培
技
術

の
向
上
、
栽
培
面
積
の
拡
大
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
令
和
６
年
産
は
10
月
ま
で

出
荷
さ
れ
、
生
産
量
58
㌧
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
14
日
、
市
長
に
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。「
生
ア
ス
パ
ラ
の
し
ょ
う

油
麹
づ
け
」
を
試
食
し
た
市
長

は「
み
ず
み
ず
し
く
、と
て
も
美

味
し
い
。
大
田
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
全
国
に
広
め
る
た
め
に
協

力
し
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

　
川
島
組
合
長
は
「
大
田
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
と
て
も
甘
く
、

色
鮮
や
か
で
品
質
も
良
い
。
勉

強
会
や
視
察
を
お
こ
な
い
、
技

術
向
上
に
努
め
て
い
る
。
皆
さ

ん
に
ぜ
ひ
食
べ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
３
）



大田市に住む外国人に interview
おお　だ　し す がい こく じん

おお  だ　し す がい こく じん みな おお だ

い ん た び ゅ ー こ ー な ー

大田市に住む外国人の皆さんに、大田での
暮らしについてインタビューするコーナーです
く

アミン・エルデネさん
　　　　モンゴル出身

あ み ん

も ん ご る しゅっしん

え る で ね
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株
式
会
社 

宏
田
屋

地
方
創
生
を
応
援

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
し
、
株
式
会
社 

宏
田
屋

（
松
江
市
）
か
ら
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
豊
か
な
心
を
つ
く
る
事
業
」
に
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
に
は
感
謝
状
贈
呈
式
が
開

か
れ
、
教
育
長
か
ら
「
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
大
田
市
の
教
育
分
野

へ
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
」
と
お

礼
を
述
べ
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
】

　国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
企
業
が
寄
附
を
お
こ
な
っ
た

場
合
に
、
法
人
関
係
税
か
ら
税
控
除
す
る
仕
組
み

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
５
）

石飛衛代表取締役（右）
武田祐子教育長（左）

※　読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています
よ かん じ か　た　か　な

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き  かく か

̶̶̶ 日本に来たのは、いつですか？
　2022年（令和４年）４月に日本に来ました。大田市
に住んで、もうすぐ２年になります。私は子どもの頃
から日本に興味があり、相撲やアニメ、映画などを観
ていました。
　初めて日本に来たとき、建物・施設・交通機関など
が、こんなに進んでいるのかと驚きました。
̶̶̶ 大田市での生活は、いかがですか？
　仕事が終わってから、社会人のバスケットボールの
クラブチームの皆さんと一緒に楽しんでいます。バス
ケットは18年間続けています。
̶̶̶ どのようなお仕事をしていますか？
　有限会社岩谷工務店で、型枠の加工・組み立て・解
体の仕事をしています。日本へは「型枠大工」の技能
実習生として来ています。

̶̶̶ 休みの日は何をしていますか？
　絵を描いたり、友人と遊びに出掛けます。
̶̶̶ 日本でチャレンジしたことはありますか？
　江津市でおこなわれた「アジアンフェスティバル」
のスピーチに出場しました。日本人の皆さんに優しく
接していただく中で、日本人の素朴だけど人を大切に
する姿勢や、人を大切にする話し方や聞き方をモンゴ
ルの人に伝えたいと考えるようになったこと、日本で
学んだことをモンゴルで活かしたいことを話しました。
̶̶̶ 大田の観光地で好きなところはどこですか？
　石見銀山です。レンタサイクルで龍源寺間歩や世界
遺産センター、石見銀山資料館などを周りました。緑の
中を自転車で風をきって走るのが気持ち良かったです。
̶̶̶ 大田に住む外国人にメッセージをお願いします
　皆さん、礼儀正しく、どこに行っても楽しく過ごし
ましょう。一緒にバスケットもしましょう！

に ほん

おお だ し せいかつ

し ごと

き

ねん

に ほん

おお だ

おお だ す がいこくじん ねがめ っ せ ー じ

かんこう ち す

ち ゃ れ ん じ

やす ひ なに

え

ごう つ し

す ぴ ー ち に ほんじん みな やさしゅつじょう

せっ なか

し せい

いわ  み ぎんざん りゅうげんじ ま ぶ せ かい

い さん せ ん た ー

なか

みな

いっしょ ば す け っ と

れい ぎ ただ い たの す

かぜ はし き も よじ てんしゃ

いわ み ぎんざん しりょうかん まわ みどり

れ ん た さ い く る

る

まな い はなも ん ご る

ひと つた かんが に ほん

ひと たいせつ はな き かた も ん ごかた

ひと たいせつそ ぼくに ほんじん

あ じ あ ん ふ ぇ す て ぃ ば る

か ゆうじん あそ で か

れい わ　　 ねん に ほんがつ き おお だ　し

ころ

み

はじ

すす

し ごと

ゆうげんがいしゃいわたにこう む てん かたわく かこう く た かい

たい

じっしゅうせい き

かたわくだい く ぎ のうし ごと に ほん

く ら ぶ ち ー む

け っ と ねんかんつづ

みな いっしょ たの ば す

しゃかいじん ば す け っ と ぼ ー るお

おどろ

き たてもの し せつ こうつう き かんに ほん

きょうみ す もう えい があ に めに ほん

す ねん わたし こ

アミンさんが描いたイラストアミンさんが描いたイラストアミンさんが描いたイラストアミンさんが描いたイラスト
あ み ん か い ら す とあ み んあ み んあ み ん かかか い ら す とい ら す とい ら す とあ み ん か い ら す とあ み んあ み んあ み ん かかか い ら す とい ら す とい ら す と

石見銀山の散策を楽しみました石見銀山の散策を楽しみました石見銀山の散策を楽しみました石見銀山の散策を楽しみました
いわみぎんざん さんさく たのいわみぎんざんいわみぎんざんいわみぎんざん さんさくさんさくさんさく たのたのたのいわみぎんざん さんさく たのいわみぎんざんいわみぎんざんいわみぎんざん さんさくさんさくさんさく たのたのたの
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島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
の
梶
谷
朱
美
教
授
と
島
根
県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
連
盟
の
出
構
弘
美
会
長
が
、
記
録
・
保
存
に
取
り
組
み
、
昨
年
10
月
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
製
作
し
た
民
踊
『
石
見
銀
山
捲
上
げ
節
』。
そ
の

民
踊
が
（
公
社
）日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
の
「
ふ
る
里
の
民
踊
　
第
64

集
」
に
57
年
ぶ
り
２
回
目
の
採
用
が
決
定
し
、
全
国
日
本
民
踊
講
習
会
で
指

導
す
る
こ
と
を
３
月
11
日
に
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　『
石
見
銀
山
捲
上
げ
節
』
は
、
石
見
銀
山
で
採
掘
に
従
事
し
た
女
性
た
ち

の
労
働
歌
を
基
に
し
た
民
踊
。
昭
和
42
年
に
島
根
県
で
初
め
て
「
ふ
る
里
の

民
踊
」
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
は
伝
承
が
途
絶
え
る
危
機
に
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
、
同
短
期
大
学
部
と
同
連
盟
が
地
元
有
志
と
踊
り
を
収
録
し
、

記
録
に
残
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　
梶
谷
教
授
は
「
こ
の
踊
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
銀
山
で
生
き
た

女
性
の
暮
ら
し
や
歴
史
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
踊
り
方
・
歌
詞
・
音
楽
・

歴
史
的
背
景
か
ら
、
ふ
る
里
の
に
お
い
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」、
出
構
会

長
は
「
全
国
に
銀
山
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
」
と
話
し
ま

し
た
。

多
く
の
参
加
者
が

ラ
ン
チ
を
堪
能
し
ま
し
た

銀山で生きた女性の暮らしや歴史を想像して―
「ふる里の民踊　第64集」に57年ぶり『石見銀山捲上げ節』が採用

地域の食材活用したスペシャルランチを堪能
久利・大屋地区小さな拠点推進協議会　農村ＲＭＯ
大田市えごま・カモミール生産組合

地
元
食
材
を
活
用
し
た
久
利
丼
な
ど
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー

【
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
】

　
農
村
型
地
域
運
営
組
織
。
複
数
の
集
落

の
機
能
を
補
完
し
て
、
農
用
地
保
全
活
用

や
農
業
を
核
と
し
た
経
済
活
動
と
併
せ
て
、

生
活
支
援
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
資
す
る
取
り
組
み

おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介

　
３
月
５
日
、
久
利
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
「
久
利
・
大
屋
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
照
沼
シ
ェ
フ

に
よ
る
地
元
食
材
を
活
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
会
」
が
開
催
さ
れ

「
久
利
の
集
い
の
場
」
の
参
加
者
な
ど
約
60
人
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
日
航
東
京
や
ホ
テ
ル
一
畑
で
総
料
理
長
を
歴
任
し
た
照
沼

英
則
シ
ェ
フ
が
、
地
元
産
の
え
ご
ま
、
カ
モ
ミ
ー
ル
、
三
瓶
サ
ー
モ
ン
、

大
あ
な
ご
、柚
子
な
ど
を
活
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、

５
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

　
大
田
市
え
ご
ま
・
カ
モ
ミ
ー
ル
生
産
組
合
の
竹
下
正
幸
組
合
長
は

「
地
産
地
消
で
食
か
ら
健
康
維
持
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から武田教育長、梶谷朱美教授、出構弘美会長、楫野市長左から武田教育長、梶谷朱美教授、出構弘美会長、楫野市長

照沼英則シェフ照沼英則シェフ

YouTube

踊
り
な
ど
を
公
開
中

CDとDVD発売予定！

CDとDVD発売予定！

踊りの振り付けを披露する梶谷教授と
出構会長
踊りの振り付けを披露する梶谷教授と
出構会長

Part１

Part２
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自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
に

つ
い
て
、
体
験
を
通
じ
て
楽
し
く

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
「
お
お
だ
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
２
０
２
４
」

が
サ
ロ
ン
・
ド
・
ゆ
き
み
ー
る（
大

田
町
）
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０

人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
バ
ク
テ
リ
ア
の
力
を
利
用
し
て

生
ご
み
を
分
解
す
る
キ
エ
ー
ロ
の

展
示
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り

組
み
を
体
験
す
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
方
法
に
つ

い
て
考
え
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
３
月
30
日
・
31
日
、
長
久
ま
ち

づ
く
り
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
「
長

久
さ
く
ら
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
川
沿
い

に
植
え
ら
れ
た
三
瓶
川
の
桜
並
木

や
、
こ
の
日
の
た
め
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
町
民
が
作
っ
た
灯
ろ

う
や
竹
あ
か
り
な
ど
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
会
場
は
幻
想
的
な

光
景
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飲
食
店
ブ
ー
ス
や
、
地

元
有
志
の
屋
台
な
ど
も
お
こ
な
わ

れ
、
多
く
の
人
が
味
わ
い
な
が
ら

桜
を
鑑
賞
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

町
民
手
作
り
の
灯
ろ
う
や
竹
あ
か
り
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た

地球に優しい暮らしを考える
おおだ自然エネルギーパーク２０２４

ライトアップされた夜桜楽しむ
長久さくら祭り

　
３
月
20
日
・
21
日
、
４
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
大
田
市
の
伝

統
行
事
「
中
日
つ
ぁ
ん
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
中
日
つ
ぁ
ん
」
は
、
お

彼
岸
に
お
寺
の
境
内
で
物
々
交

換
を
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
植
木
・
苗
木
市
を
は

じ
め
、
唐
揚
げ
・
た
こ
焼
き
な
ど

の
飲
食
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
約

１
５
０
の
露
店
が
立
ち
並
び
、
歩

行
者
天
国
と
な
っ
た
約
１
・
５
㌖

の
沿
道
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
踊
り
や
大
道

芸
が
お
こ
な
わ
れ
、
会
場
を
一
層

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
川
合
地
区
の
圃
場
整
備
で
、
飛

鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
お
よ
ぶ

大
規
模
集
落
の
遺
跡
が
昨
年
２

月
に
見
つ
か
り
、
発
掘
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
３
月
２

日
に
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
現
地

で
一
般
公
開
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
遺
跡
は
物
部
神
社
南
側
に
あ

り
、
竪
穴
建
物
跡
や
掘
立
柱
建

物
跡
、
す
ず
り
な
ど
が
出
土
し
、

大
田
市
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴

重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
、
専
門
家
の
解
説
を
興
味
深

く
聴
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

掘
立
柱
建
物
跡
の
解
説
を
聴
く
参
加
者

大田の春は  やっぱりこれだがぁ
おおだ春の彼岸市「中日つぁん」

大田市の歴史語る遺跡を一般公開
川合神社周辺遺跡発掘調査

11

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
沿
道
は

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

洗
っ
て
何
度
で
も
使
え
る
蜜
ろ
う
ラ
ッ
プ

作
り
を
体
験
す
る
人
た
ち

た
て 

あ
な

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
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こんにちは
保健師です

感染予防のためにできること
予防接種（高齢者肺炎球菌と風しん）

問健康増進課
（☎0854‐83‐8153）

　皆さんは予防接種を受けていますか？
　予防接種は、病気に対する免疫をつけたり、免疫を強くするために、ワクチンを接種
することをいいます。感染症対策の一つとして予防接種を受けることを考えてみてはい
かがでしょうか。
　今回は特に高齢者肺炎球菌予防接種と風しん抗体検査および予防接種についてお伝え
します。

高齢者肺炎球菌予防接種

風しんの抗体検査と予防接種

　風しんは、風しんウイルスによって引き起こされる感染症です。症状としては、発疹・発熱・
リンパの腫れなどがあります。風しんは感染力が非常に強く、１人がかかると、家族や職場など
の周囲の人に感染を広げてしまう可能性があります。風しんに対する免疫が不十分な妊娠20週頃
までの妊婦が風しんウイルスに感染すると、先天性風しん症候群（心疾患、難聴、白内障）の子
どもが生まれてくる可能性が高くなります。自分だけでなくこれから生まれてくる子どもたちを
守るためにも風しん抗体検査と予防接種を受けましょう。
市では下記の人を対象に、抗体があるかどうかの検査（無料）をおこないます
抗体が十分にない人には予防接種（無料）が可能です。※令和７年３月31日までの予定
　・対象：昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性（過去に公的な風しんの予防接種
　　　　　がおこなわれていなかったため、風しんにかかる可能性が高いといわれています）
　・職場の健康診断の採血に合わせて検査が可能です。（詳しくは職場でご確認ください）
　・対象の人は令和４年度に無料クーポン券を送付しています。クーポン券に記載してある有効
　　期限が過ぎていても、令和７年３月31日までお手元のクーポン券が使用できます。

今月の「＋１」　予防接種
プラスワン

自分を守る　みんなを守る

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり
活動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策な
ど、健康に関する取り組みを「なにか１つ」
加えることで、皆さんの健康意識を高め、生
活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋１」活動
プラスワン

受診券やクーポンを紛失した際には再発行が可能です。
詳しくは健康増進課へお問い合わせください。

　肺炎球菌感染症とは、肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。この菌は、主に
気道の分泌物に含まれ、唾液などを通じて飛沫感染します。日本人の約３～５％の高齢者では、
鼻や喉の奥に菌が常在しているといわれています。肺炎球菌感染症にかかった人の中には、気管
支炎、肺炎、敗血症などの重い合併症を起こすことがあります。
大田市では下記の人を対象に助成があり、3,000円の自己負担で接種ができます
　・対象：65歳の人（令和６年度より対象が変わっています）
　・令和６年４月以降65歳になる人には誕生月の前月に受診券を送付しています。

５月21日㈫  12：15～13：15　中村ブレイス株式会社（大森町）献血に
ご協力ください



乳幼児相談

授乳サロン
ごくごく

離乳食教室
（前期）

離乳食教室
（後期）

育児教室
[ぴよぴよ]

（子育て期）

大田市役所　４階和室

こども家庭センター
「おおだっこ」
（市役所１階）

仁摩保健センター

仁摩保健センター

大田市役所　４階和室

身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

身体計測・授乳相談

対象：生後８か月ごろま
での乳児とその保護者　
対象：生後９～18か月
ごろまでの乳児とその
保護者　　　　　　　

対象：生後２か月以降の
乳幼児とその保護者　　

母子健康手帳・おむつ
バスタオル　　　　　

母子健康手帳・おむつ
バスタオル　　　　　

母子健康手帳・おむつ
バスタオル　　　　　
母子健康手帳・おむつ
バスタオル　　　　　
飲み物（お子さん用）

母子健康手帳・おむつ
バスタオル　　　　　

９:00～10:30

13:00～16:15

10:00～11:30
受付９:45～

10:00～11:30
受付９:45～

９:30～10:30
受付９:15～

８日㈬

22日㈬

17日㈮

24日㈮

31日㈮

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

広報おおだ　Ｒ6（2024）4.2513

５月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

種　類 日　程
８日㈬
９日㈭
10日㈮
13日㈪
14日㈫
15日㈬
16日㈭
17日㈮

場　所 対象者など

肺がん検診
個人通知あり

大森町・水上町・祖式町・大代町
温泉津町（温泉津）
温泉津町（井田・福波）
温泉津町（福波・湯里）
静間町
三瓶町（池田・志学・多根）山口町
長久町
仁摩町（大国・馬路）

肺がん検診　40歳～64歳
肺がん・結核検診　65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　検診受診票、健康手帳
※　会場・受付時間は個人通知
をご確認ください。

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

健康ガイド５月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診（集団）
がん検診

市ホームページ

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（医療機関）
種　類 医療機関

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性
◎自己負担金 2,000円
・市立病院は２回の受診が必要

出雲市

対象者など

種　類
50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ胃がん

（胃カメラ）
検診

大田市 大田呼吸循環クリニック、合原医院、
昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院

医療機関 対象者など

予約サイト



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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図書館

中 央

行　事 日　　時

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45

11日㈯・25日㈯ 

18日㈯ 

18日㈯ 

４月６日㈯～５月８日㈬

５月５日㈰～５月30日㈭

仁 摩

おはなし会

古文書を読む会

おはなし会

おすすめこどもの本展

やきものの里陶芸教室
作品展 ■：３館共通　○：温泉津のみ休館

川合神社周辺遺跡
その３

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本 ◇展示テーマ

第13回

14

◇行事と企画展
５月の図書館お休みの日

「十人十色」
　ものの見方や考え方、好みや価値観は、人に
よってさまざまです。本を通して、たくさんの
人と触れ合いませんか？

中
　央

「ゴミぜろ」
　2022年に「プラスチック資源循環法」が施行
され、ますますゴミ削減の動きが活発になって
きた今日、私達一人ひとりが地球の為にできる
ことは何か「ゴミ減量・リサイクル推進週間」
がある５月に一緒に考えてみましょう。

仁
　摩

『風に立つ』　柚月　裕子／著　
　　　　　　　　　 中央公論新社（中央図書館所蔵）

　補導委託を引き受けた父の身勝
手さに憤然たる思いを抱く悟。戸
惑いの中で受け容れた少年とその
家族、父の生立ちなど、知られざ
る一面に向き合うそれぞれの姿を
通して、家族の在り方に優しく寄
り添う小説です。

　
３
月
初
旬
に
開
催
し
た
遺
跡
の

一
般
公
開
で
は
、
大
田
市
の
遺
跡

見
学
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど

の
多
く
の
人
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。
盛
会
で
あ
っ
た
が
ゆ
え

に
、
詳
し
い
解
説
が
伝
わ
ら
な

か
っ
た
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
も
、
な
ぜ

川
合
神
社
周
辺
遺
跡
が
重
要
な
の

か
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
て
、
古
代
の
土
器
に
は
、
素

焼
き
で
赤
褐
色
を
し
た
土
師
器

と
、
窯
で
作
ら
れ
た
須
恵
器
と
が

あ
り
ま
す
。
考
古
学
研
究
者
は
、

土
器
を
用
い
て
お
お
よ
そ
の
年
代

を
推
定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は

土
器
の
形
が
年
代
ご
と
に
異
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
見
分
け
て
５
世

紀
と
か
、
６
世
紀
と
決
め
る
の
で

す
。

　
出
雲
部
に
比
べ
て
石
見
は
遺
跡

の
数
が
少
な
く
、
資
料
も
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
出
雲
部

に
比
べ
、
わ
か
ら
な
い
点
も
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
須
恵
器

の
変
遷
が
そ
う
で
し
た
。

　
川
合
神
社
周
辺
遺
跡
で
発
見
さ

れ
た
須
恵
器
は
、
古
く
は
５
世
紀

後
半
、
７
世
紀
後
半
か
ら
９
世
紀

の
も
の
が
多
く
、
し
か
も
土
師
器

と
一
緒
に
建
物
跡
の
内
部
か
ら
出

土
し
て
い
ま
す
。
考
古
学
の
研
究

で
は
、
土
器
な
ど
が
一
緒
に
出
土

す
る
こ
と
を
「
共
伴
関
係
」
と
い

い
、
同
じ
時
代
の
土
器
の
様
式
を

特
定
す
る
う
え
で
重
要
で
す
。

　
６
世
紀
か
ら
８
世
紀
は
我
が
国

に
お
け
る
「
国
家
形
成
期
」
と
呼

ば
れ
、
各
地
域
の
実
態
解
明
が
必

要
と
さ
れ
る
時
代
で
す
。

　
三
瓶
山
周
辺
は
、
古
墳
時
代
後

期
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
、
出

雲
部
と
は
様
相
が
異
な
る
た
め
、

独
特
の
文
化
圏
を
形
成
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
地

域
的
相
違
と
歴
史
的
変
遷
の
解
明

の
手
が
か
り
と
な
る
成
果
が
得
ら

れ
た
の
で
す
。

　
遺
跡
の
一
般
公
開
に
は
県
内
の

考
古
学
研
究
者
も
多
く
訪
れ
、
注

目
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。
今
後

の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
歴
史
が
新
た
に
紐
解
か
れ
る

の
か
、
興
味
は
尽
き
な
い
と
こ
ろ

で
す
。

火 木 金日 月 水 土

⑤
⑫
⑲
㉖

６

13

20

27

７

14

21

28

④
⑪
⑱
㉕

３

10

17

24

31

２

９

16

23

30

１

８

15

22

29

す
　
え
　
き は

　
じ
　
き

き
ょ
う
は
ん
か
ん
け
い



　
皆
さ
ん
は
、
現
在
の
部
落
差
別

（
同
和
問
題
）に
つ
い
て
、ど
の
く

ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
昔
と

比
較
す
る
と
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
現
在
の
部
落
差
別

（
同
和
問
題
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律

　
平
成
28
年
12
月
16
日
に
「
部
落

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
、
同
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
は
、
わ
ず
か
６
つ
の

条
文
か
ら
で
き
て
い
ま
す
が
、
第

１
条
の
目
的
に
は
「
現
在
も
な
お

部
落
差
別
が
存
在
す
る
…
…
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
本
の
法
律
と
し
て

初
め
て
、
部
落
差
別
が
存
在
す
る

こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
現
在
で
も
部
落
差
別
で
苦
し

ん
で
お
ら
れ
る
人
が
い
る
こ
と
を

認
め
た
法
律
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
残
る
部
落
差
別

　
法
律
が
制
定
さ
れ
、
部
落
差
別

（
同
和
問
題
）の
解
消
に
関
す
る
講

演
会
や
研
修
会
な
ど
の
啓
発
活
動

が
進
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
多
く

の
人
が
「
部
落
差
別
を
し
て
は
い

け
な
い
」
と
理
解
と
認
識
を
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
部
落
差
別
が
あ
り
ま

す
。

①
結
婚

　
日
本
国
憲
法
第
24
条
第
１
項
に

は
「
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
に

基
い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の

権
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
維
持

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
結
婚
の
際
に
結
婚
相

手
が
被
差
別
部
落
出
身
だ
と
分
か

る
と
、
本
人
は
ま
っ
た
く
問
題
に

し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
家
族
や
親
戚
な
ど
か
ら
結
婚

を
反
対
さ
れ
る
こ
と
が
、
わ
ず
か

で
す
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
結

婚
を
反
対
さ
れ
た
場
合
は
、
間

違
っ
た
考
え
で
あ
る
こ
と
を
は
っ

き
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

②
就
職

　
就
職
時
の
面
接
に
お
い
て
、
住

ん
で
い
る
場
所
や
家
族
関
係
、
信

条
な
ど
を
質
問
す
る
こ
と
は
厳
禁

で
す
。

　
本
人
の
能
力
以
外
の
こ
と
を
採

用
基
準
と
す
る
こ
と
や
把
握
す
る

こ
と
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
就
職
時
の
面
接
に
お
い
て
、
本

人
の
能
力
以
外
の
質
問
が
あ
っ
た

場
合
は
「
不
適
切
な
質
問
に
は
答

え
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
は
っ
き
り

と
伝
え
る
か
、
石
見
大
田
公
共
職

業
安
定
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
土
地

　
土
地
の
購
入
ま
た
は
引
越
し
先

を
探
す
際
に
、
そ
こ
が
被
差
別
部

落
か
ど
う
か
調
べ
る
人
が
い
ま
す
。

　
不
動
産
取
引
会
社
な
ど
で
は
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
か
れ
て
も

回
答
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
も
し
、
そ
の
土
地
が
被
差
別
部

落
か
ど
う
か
を
聞
か
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
考
え
は
差

別
や
身
元
調
査
に
つ
な
が
る
の

で
、
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

は
っ
き
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
差
別

　
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
進
展
に
伴
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
差

別
を
助
長
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
匿
名
性
や
拡
散
力
が
高
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
利
用
し
、

被
差
別
部
落
の
場
所
、
個
人
名
や

住
所
を
記
載
す
る
な
ど
、
悪
質
な

投
稿
が
多
い
こ
と
か
ら
、
世
界
的

に
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹
謗
中
傷
を

受
け
た
場
合
は
、
直
接
そ
の
サ
イ

ト
の
責
任
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
に

削
除
要
請
を
す
る
か
、
そ
の
方
法

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
法
務
局

へ
相
談
す
る
と
丁
寧
に
教
え
て
も

ら
え
ま
す
。

部
落
差
別
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い

　
解
放
令
（
太
政
官
布
告
）
か
ら

１
５
３
年
、
全
国
水
平
社
宣
言
か

ら
１
０
２
年
た
ち
ま
す
が
、
部
落

差
別
は
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
部
落
差
別
を
す
る
人

は
、
わ
ず
か
し
か
い
な
い
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
自
分
は
、「
部
落
差
別
を
し
な

い
」
の
で
は
な
く
「
部
落
差
別
を

無
く
し
て
い
く
」
と
い
う
考
え
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
は
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か

を
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

人権を考える市民のつどい
人権・同和問題研修会

広報おおだ　Ｒ6（2024）4.25

　市では、島根県同和教育推進協
議会連合会と共催で部落差別（同
和問題）をテーマとした講演会（研
修会）を開催します。
 ▽日時　
 　５月16日㈭　14時～
 ▽会場　
 　大田市民会館　大ホール
 ▽演題　
 　部落解放運動の現状
 　 ～今後への指標について～
 ▽講師　
 　赤井隆史さん
 　部落解放同盟中央本部書記長
 ▽参加費　
 　無料
 ▽備考　
 　手話通訳、要約筆記がつきます

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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現
在
の
部
落
差
別

　（
同
和
問
題
）
に
つ
い
て



水
産
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
４
）

　
固
定
資
産
の
「
評
価
替
え
」
と

は
、
３
年
間
の
価
格
変
動
に
対
応

し
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
均

衡
の
と
れ
た
適
切
な
価
格
に
見
直

す
制
度
で
す
。
令
和
６
年
度
は

「
評
価
替
え
」の
年
の
た
め
、評
価

額
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
家
屋
の
評
価
の
し
く
み
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
５
）

　第
３
回
試
験

▽
試
験
日
　
10
月
27
日
㈰

▽
受
付
期
間
　

　
書
面
申
請
・
電
子
申
請

　
８
月
23
日
㈮
〜
９
月
６
日
㈮

▽
会
場
　
松
江
・
大
田
・
益
田

第
４
回
試
験

▽
試
験
日
　
11
月
３
日
㈰

▽
受
付
期
間
　
第
３
回
と
同
じ

▽
会
場
　
出
雲
・
浜
田
・
隠
岐

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）
　

第
１
回
（
松
江
会
場
）

▽
実
施
日
　
５
月
７
日
㈫

▽
会
場
　
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

▽
定
員
　
36
人

第
２
回
（
浜
田
会
場
）

▽
実
施
日
　
５
月
９
日
㈭

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る

▽
定
員
　
30
人

第
３
回
（
浜
田
会
場
）

▽
実
施
日
　
10
月
１
日
㈫

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る

▽
定
員
　
30
人

第
４
回
（
松
江
会
場
）

▽
実
施
日
　
10
月
３
日
㈭

▽
会
場
　
島
根
県
民
会
館

▽
定
員
　
50
人

※
　
受
講
申
請
、
払
込
期
限
は
講

習
会
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
　
受
講
申
請
書
は
最
寄
り
の
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

▽
試
験
の
種
類

　
甲
種
／
特
類
・
第
１
類
〜
第
５

　
類

　
乙
種
／
第
１
類
〜
第
７
類

▽
試
験
日
　
７
月
28
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
ま
た
は
14
時
〜

※
　
試
験
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

▽
会
場
　
松
江
市
お
よ
び
浜
田
市

※
　
試
験
会
場
は
、
受
験
票
で
指

定
さ
れ
ま
す
。

▽
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
５
月
13
日
㈪
〜
27
日
㈪

　
詳
し
く
は
、（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
試
験
案
内
と
受
験
願
書

は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
消
防
本
部
予
防
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

　
令
和
６
年
度
の
健
康
保
険
料

率
・
介
護
保
険
料
率
は
と
も
に
３

月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変
更

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
任
意
継
続
被
保
険
者
に

つ
い
て
は
、
４
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
健
康
保
険
料
率
　
９
・
92
％

▽
介
護
保
険
料
率
　
１
・
60
％

※
　
令
和
６
年
12
月
２
日
に
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
協
会
け
ん

ぽ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
協
会
け
ん
ぽ
の
加
入
者
の
皆
さ

ま
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
に
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

（
☎
０
８
５
２
‐
59
‐
５
１
４
０
）

広報おおだ　Ｒ6（2024）4.25

　
大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

と
し
て
「
農
用
地
区
域
」
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な
ど

の
承
認
）の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
農
地
が
該
当
区
域
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課

か
、
各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ

る
「
農
用
地
区
域
」
図
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

　
変
更
を
す
る
場
合
は
、
５
月
１

日
㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で
に
、
農
林

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

大田市
ホームページ

消
防
設
備
士
試
験（
第
１
回
）

消防試験研究
センター　　
ホームページ

全
国
健
康
保
険
協
会

島
根
支
部
の
保
険
料
率

農
用
地
区
域
の
変
更
は

５
月
31
日
ま
で
に

令
和
６
年
度
は
固
定
資
産
　

「
評
価
替
え
」
の
年
で
す

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年４月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　31,925人　（△ 154）
　・男　　15,352人　（△ 81）
　・女　　16,573人　（△ 73）
○世帯数　15,371世帯（△ 9）
○出生数　　　 5人
○死亡数　　　49人
○面　積　435.34㎢

申
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子
育
て
支
援
事
業

助
成
団
体

　
納
税
通
知
書
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
二
次

元
コ
ー
ド
な
ど
を
利
用
し
た
便
利

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が
利
用

で
き
ま
す
。

▽
納
税
通
知
書
の
発
送
日

　
５
月
１
日
㈬

▽
納
期
限

　
５
月
31
日
㈮

※
　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
納
付
方
法

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

　
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の

　
窓
口
な
ど

◇
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
難
し
い

　
人
へ

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
申

請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
島
根
県
の
県
税
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収

納
管
理
課

（
☎
０
８
５
５
‐
29
‐
５
５
２
２
）

　
新
緑
の
三
瓶
で
、ご
み
拾
い
や
外

来
植
物
の
除
去
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
５
月
19
日
㈰
　

　
受
付
　
９
時
15
分
〜

　
清
掃
活
動
　
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
　
　 

（
少
雨
決
行
）

▽
集
合
場
所
　
山
の
駅
さ
ん
べ
前

　（
旧
西
の
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

▽
持
ち
物
　
雨
具
、
軍
手
な
ど

問
ク
リ
ー
ン
三
瓶
実
行
委
員
会

（
事
務
局
／
環
境
政
策
課
☎
０
８

５
４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

▽
日
時
　
５
月
11
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
こ
の
小
さ
な
手
」（
２

　
０
２
３
年
／
90
分
）
　

▽
内
容
　
子
育
て
に
関
わ
っ
て
こ

　
な
か
っ
た
男
性
が
、
事
故
で
妻

　
の
意
識
が
戻
ら
な
く
な
っ
た
こ

　
と
を
き
っ
か
け
に
、
児
童
養
護

　
施
設
に
引
き
取
ら
れ
た
娘
と
の

　
絆
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
感
動

　
の
物
語
。

▽
入
場
料
　
無
料

　
・
問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　「
子
育
て
支
援
の
た
め
の
事
業
」

を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
そ
の

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業
　
子
育
て
支
援
家
庭

　
の
父
親
、
母
親
、
祖
父
母
、
地

　
域
住
民
な
ど
を
対
象
と
し
た
行

　
事
（
例
／
親
学
、
子
ど
も
の
生

　
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
や
食
育
に
関

　
す
る
行
事
、
命
の
大
切
さ
を
伝

　
え
る
講
演
会
、子
育
て・子
育
て

　
支
援
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
）

▽
募
集
団
体
数
　
３
団
体

▽
補
助
額
　
事
業
に
対
す
る
経
費

　（
上
限
18
万
円
）

▽
募
集
期
間

　
４
月
25
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈮

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

▽
日
時
　
８
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

　（
式
典
は
15
日
）
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子ども食堂 ５月の予定
25日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
18日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
18日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

24日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

②みんなの食堂
　　祖式ジム
③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

納
期
限
は
５
月
31
日
ま
で

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

全
国
戦
没
者
追
悼
式 

参
列
者

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ー
ン
三
瓶

催
　
　
し

募
　
　
集

▽
会
場
　
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

▽
対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
族
で
、

　
２
日
間
の
団
体
行
動
が
介
助
者

　
な
し
に
で
き
る
人

▽
参
加
費
　
松
江
市
を
起
点
と
し

　
た
東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿

　
泊
費
は
公
費
で
定
額
助
成
あ
り

※
　
そ
の
ほ
か
の
費
用
は
、
自
己

負
担
で
す
。

▽
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈮

※
　
全
応
募
者
の
中
か
ら
続
柄
、

年
齢
な
ど
を
考
慮
の
う
え
、
県
が

選
考
し
ま
す
。

　
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
基
礎
）

▽
日
時
　
５
月
13
日
〜
31
日
の

　
㈪
・
㈬
・
㈮
　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
と
マ

　
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
５
月
２
日
㈭

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

　
管
理
者
監
督
者
の
法
的
責
務
、

指
導
お
よ
び
教
育
方
法
や
安
全
衛

生
責
任
者
の
職
務
な
ど

▽
日
時
　
５
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮

　
９
時
〜
17
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
建
設
業
関
係
者
　
他

▽
定
員
　
20
人

▽
申
込
期
限
　
４
月
22
日
㈪

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
　

申

申

申



　　　　　　　　　家屋が密集し、まとめて排水を処理することが適
　　　　　　　　　している地域は、公共下水道や農業集落排水など
　　　　　　　　　により整備を進めています。
◇集合処理区域内で浄化槽を設置する
　集合処理区域であっても、当分の間、下水道などの整備が見込まれな
　い区域の人が浄化槽を設置される際は、設置費用の一部を補助します。
▽対象　一般住宅（販売目的の住宅は除く）で10人槽以下の浄化槽を
　設置する人
▽補助金額　５人槽／20万円　７人槽／23万円　10人槽／30万円
▽補助予定件数　８件
▽受付期間　４月１日㈪から予定件数を満たすまで
　　　　　　　　　家屋が点在し、集合処理に適さない地域は、市設
　　　　　　　　　置型浄化槽の整備を進めています。
◇個別処理区域内で浄化槽を設置する
　市が主体となって浄化槽を設置します。ただし、分担金・使用料が
　必要です。
▽受益者分担金　一般家庭　一律25万円
※　そのほかの用途は、人槽により異なります。
※　分担金一括納付報奨金は、令和７年３月末をもって廃止になります。
▽使用料　浄化槽の使用開始後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
▽設置予定件数　75件
▽受付期間　４月１日㈪～12月６日㈮　
※　11月以降に申請される場合は、事前協議をお願いします。
◇個別処理区域内で既に浄化槽を設置した
　既に自費で設置している場合、市に無償で譲渡していただければ、
　市が維持管理・修繕などをおこないます。ただし、使用料が必要です。
▽譲渡条件　使用開始から16年未満かつ、適正に維持管理されている
　と認められるもの
▽使用料　浄化槽の譲渡後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
※　詳細は、市ホームページをご覧ください。また、浄化槽の設置や
譲渡をご検討の際は、早めにご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　 問下水道課（☎0854‐83‐8116）

パ
ソ
コ
ン
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

　
初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
）の
実
践
的

知
識
、
技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま

す
。

　
併
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、

職
業
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

▽
期
間
　
５
月
21
日
㈫
〜
９
月
20

　
日
㈮
の
平
日
　
９
時
〜
15
時
50

　
分

▽
会
場
　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

　
ン
タ
ー
（
川
本
町
）
　

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
６

　
０
０
０
円
程
度
、
駐
車
場
代
月

　
額
１
２
０
０
円
、
そ
の
他
資
格

　
取
得
に
関
す
る
費
用

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
５
月
７
日
㈫

▽
定
員
　
15
人

▽
入
校
検
定
日
　
５
月
10
日
㈮

▽
検
定
会
場
　
川
本
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験

　（
国
語
・
数
学
）
　
　

▽
申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
相
談
の
う

　
え
、
入
校
願
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
へ
提
出

福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
格
取
得
コ
ー
ス

　
要
介
護
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
知
識
・
能
力
・
人

間
性
を
身
に
付
け
、
即
戦
力
と
し

て
従
事
で
き
る
「
介
護
職
員
初
任

者
研
修
」の
修
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
（
児
）
の
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
専
門
知

識
・
技
能
を
有
す
る
人
材
育
成
の

た
め
「
居
宅
介
護
職
員
初
任
者
研

修
」
の
修
了
を
目
指
し
ま
す
。

▽
期
間
　
５
月
28
日
㈫
〜
８
月
27

　
日
㈫
の
平
日
　
９
時
〜
17
時
25

　
分

▽
会
場
　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

　
タ
ー
・
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
無
料
、

　
保
険
料
３
１
０
０
円

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈮

▽
定
員
　
12
人

▽
入
校
検
定
日
　
５
月
14
日
㈫

▽
検
定
会
場
　
浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験

　（
国
語
・
数
学
）

▽
申
込
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
相
談
の
う

　
え
、
入
校
願
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
へ
提
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）
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浄化槽設置などにご活用ください下水道への接続費用
一部補助します

　既存住宅の排水を新たに下水道へ
接続しようとする人に対して、排水
設備工事費用の一部を補助します。
　なお、令和７年度からは、供用開
始後３年以上経過した区域について
は、補助対象外となりますので、こ
の機会に下水道への接続をご検討く
ださい。
▽補助金額　上限３万円
　（工事費が６万円未満の場合は工
　事費の２分の１）
▽対象　既存住宅で新たに下水道へ
　接続する人
※　次の人は補助対象外です。
・借家で貸主が施工、または貸主の
　許可が得られない人
・建物の販売を目的として下水道へ
　接続しようとする人
・下水道整備時に公共ますの設置を
　求められなかった人
▽補助予定件数　90件
▽申込方法　排水設備の確認申請書に
　補助金交付申請書を添付して提出
▽申込期間　４月１日㈪～予定件数
　を満たすまで
詳しくは、お問い合わせください。
　
　 問下水道課（☎0854‐83‐8116）

集合処理区域

個別処理区域

18

県
立
西
部
高
等
技
術
校
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　マイナンバーカードの交付・申請・更新について、次の
とおり休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないます。
　事前に市民課への予約が必要です。

休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　５月12日　　６月９日　
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　５月20日　　６月17日
▽申請・交付場所：市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの交付・申請・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより変更する場合があります。
　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
市
で
は
「
大
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地

震
な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊

を
防
止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
お
こ

な
う
木
造
住
宅
の
所
有
者
に
対
し

て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▽
対
象
の
建
築
物

①
市
内
に
所
在
す
る
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

　
築
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
着
工

　
さ
れ
た
も
の

③
階
数
２
階
以
下
の
戸
建
住
宅
、

　
併
用
住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅
、

　
共
同
住
宅
（
店
舗
併
用
住
宅
の

　
場
合
は
、
店
舗
部
分
の
床
面
積

　
が
延
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の

　
も
の
）

▽
内
容

耐
震
診
断
事
業
（
建
物
に
耐
震
性

　
が
あ
る
か
を
所
定
の
建
築
士
が

　
診
断
す
る
も
の
）

▽
補
助
率
　
３
分
の
２
以
内

　（
補
助
限
度
額
６
万
円
）

▽
受
付
期
限
　
10
月
31
日
㈭

※
　
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
募
集
件
数
（
予
定
）
　
２
件

　
こ
の
ほ
か
、
耐
震
診
断
結
果
が

「
耐
震
性
な
し
」の
場
合
、次
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
耐
震
改
修
設
計
事
業
（
耐
震
性

　
の
な
い
も
の
を
耐
震
化
す
る
改

　
修
設
計
）

・
耐
震
改
修
事
業
（
耐
震
性
の
な

　
い
も
の
を
耐
震
化
す
る
改
修
工

　
事
）

・
解
体
事
業
（
耐
震
性
の
な
い
も

　
の
を
解
体
し
、
更
地
と
す
る
工

　
事
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

除
却
や
建
替
え

　
大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
予
想

さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊

や
転
倒
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
、

避
難
路
な
ど
の
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有

者
が
実
施
す
る
除
却
や
建
替
え
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者
　

　
市
内
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
所

　
有
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

　
い
人

▽
対
象

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
ま
た

　
は
建
替
え
（
建
替
え
後
は
ブ

　
ロ
ッ
ク
塀
や
生
垣
は
不
可
）

▽
補
助
対
象
の
条
件

・
避
難
路
（
小
学
校
の
通
学
路
）

　
に
面
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が

　
０
・
８
㍍
を
超
え
る
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

　
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も

　
の

※
　
耐
震
診
断
は
、
建
築
士
や
ブ

ロ
ッ
ク
診
断
士
が
点
検
表
に
基
づ

き
お
こ
な
う
も
の
。

▽
補
助
率
　
３
分
の
２

　（
補
助
限
度
額
は
一
敷
地
あ
た

　
り
26
万
４
０
０
０
円
、
長
さ

　
１
㍍
あ
た
り
８
万
円
）

▽
募
集
期
限
　
７
月
31
日
㈬

※
　
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
募
集
件
数
（
予
定
）
　
３
件

19

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設

申

補
助
事
業
の
ご
案
内

随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
建
築
営
繕
課
　

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
０
５
）

【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　　土日・祝日／９：00～翌朝９：00
　※　東京都内までの通話料が必要です。

つながらない場合　☎03‐3478‐1060

子ども医療電話相談

＃８０００

介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内する
ことはありません。不審な場合は、介護保険課へお
問い合わせください。
　　　　　　問介護保険課（☎0854‐83‐8063）
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大代町　祖式町　水上町
大森町　久利町　大屋町５月10日㈮

右原／斉藤和憲様宅前
大代まちづくりセンター
／高山会館
山田集会所
飯谷／柿田幸雄様宅前
山中自治会館
祖式まちづくりセンター
米山集会所
水上まちづくりセンター
福原中生活改善センター
井戸神社駐車場
今市自治会館
久利まちづくりセンター
赤波一自治会館
大屋まちづくりセンター　
畑ヶ中バス停付近

10:00 ～ 10:05

10:15 ～ 10:25

10:30 ～ 10:35
10:40 ～ 10:45
10:55 ～ 11:00
11:05 ～ 11:20
11:30 ～ 11:40
11:50 ～ 11:55
13:05 ～ 13:10
13:20 ～ 13:30
13:40 ～ 13:45
13:50 ～ 13:55
14:05 ～ 14:10
14:20 ～ 14:25
14:40 ～ 14:45

温泉津町５月16日㈭

湯港公民館
旧湯里まちづくりセンター
湯里／中村（県道待避所）
荻村集会所
横道集会所
殿村倉庫
井田まちづくりセンター
井田生活改善センター
福波まちづくりセンター
ＪＲ福光駅
上村会館
市役所温泉津支所
ゆう・ゆう館

10:05 ～ 10:15
10:20 ～ 10:30
10:35 ～ 10:40
10:55 ～ 11:10
11:30 ～ 11:35
11:40 ～ 11:50
13:10 ～ 13:15
13:25 ～ 13:40
14:00 ～ 14:05
14:10 ～ 14:15
14:30 ～ 14:35
14:45 ～ 14:50
14:55 ～ 15:00

※　道路事情などにより、予定時刻に到着できない場合があります。
※　延期または中止する場合は、音声告知放送や市ホームページなどでお知らせします。

問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

大田町　長久町　鳥井町５月14日㈫

宮崎公園駐車場
大田市医師会館駐車場
市民球場駐車場
柳ヶ坪／ひまわり付近
稲用中自治会館
長久まちづくりセンター
野井神社
ＪＡ旧鳥井サービスセンター
鳥井まちづくりセンター
鳥越自治会館
諸友団地集会所
職業訓練センター
小池バス停付近
出口自治会館
野城自治会館

10:20 ～ 10:30
10:35 ～ 10:40
10:45 ～ 10:55
11:00 ～ 11:05
11:10 ～ 11:15
11:20 ～ 11:25
11:35 ～ 11:45
13:10 ～ 13:15
13:20 ～ 13:25
13:35 ～ 13:40
13:45 ～ 13:50
14:00 ～ 14:15
14:25 ～ 14:30
14:35 ～ 14:40
14:45 ～ 14:50

静間町　五十猛町　仁摩町５月15日㈬

上静間生活改善センター
ＪＲ静間駅
静間まちづくりセンター
ＪＲ五十猛駅
五十猛まちづくりセンター
大浦団地入口
赤井集会所
仁万／立平浜墓地
市役所仁摩支所
大東コミュニティセンター
旧仁万コミュニティセンター
天神会館　
琴姫の碑前駐車場
高山会館　前　
みはらしの館 冠野原
大国消防団第１班･3班格納庫前
川西会館

10:00 ～ 10:05
10:10 ～ 10:20
10:25 ～ 10:30
10:40 ～ 10:50
10:55 ～ 11:00
11:10 ～ 11:15
11:20 ～ 11:30
11:35 ～ 11:40
11:45 ～ 11:55
13:05 ～ 13:15
13:20 ～ 13:30
13:35 ～ 13:40
13:50 ～ 13:55
14:00 ～ 14:05
14:20 ～ 14:30
14:40 ～ 14:45
14:50 ～ 14:55
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　犬の飼い主には、飼い犬の登録をすること
（生涯１回）と狂犬病予防注射を受けさせる
こと（毎年）が法律で義務付けられています。
　市では、各地域で狂犬病予防集合注射を実
施します。

朝山町　富山町　波根町
久手町　

日程表

５月８日㈬

旧仙山公民館
畑／島林坊付近
旧富山まちづくりセンター
勝手／高鷲博様宅付近
土居自治会館
ＪＲ波根駅
波根まちづくりセンター
柳瀬／河元寺集会所
大西／旧家畜診療所付近
鈴見集落センター
中尾／円光寺　前
市民第２球場駐車場付近
久手まちづくりセンター
ＪＦしまね久手出張所付近
越峠多目的集会所

９:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:15
10:25 ～ 10:35
10:45 ～ 10:50
11:00 ～ 11:05
11:25 ～ 11:45
11:50 ～ 11:55
13:10 ～ 13:20
13:30 ～ 13:35
13:40 ～ 13:45
13:50 ～ 14:05
14:15 ～ 14:20
14:30 ～ 14:45
14:50 ～ 14:55
15:00 ～ 15:05

三瓶町　山口町　川合町５月９日㈭

たねやまびこファーム
北三瓶まちづくりセンター
佐津目集会所
加渕生活改善センター
旧志学まちづくりセンター
池ノ原自治会館
池田まちづくりセンター
小屋原自治会館
瓜坂自治会館
程原バス停付近
川合まちづくりセンター
吉永上自治会館

９:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:20
10:35 ～ 10:40
11:10 ～ 11:20
11:25 ～ 11:35
11:50 ～ 11:55
13:10 ～ 13:15
13:25 ～ 13:35
13:50 ～ 13:55
14:00 ～ 14:05
14:10 ～ 14:20
14:25 ～ 14:30

お願い
・事故防止のため、必ず犬を制御できる人が連れてきてください。　
・会場でフンをした場合は、飼主が責任を持って処理してください。
・お住まいの地区によらず、ご都合の良い会場で予防注射を受けることができます。
・注射は動物病院でも受けることができます。市内の動物病院で注射を受ける場合は、「お知らせ
　ハガキ」を動物病院に持参してください。市外の動物病院で注射を受けた場合は、動物病院で発
　行される「狂犬病予防注射済証」を大田市役所環境政策課または各支所までお持ちください。

※　新たに登録する場合は、別途登録手数料3,000円が必要です。犬にマイクロ
　チップが装着されている場合でも登録が必要です。
※　犬が死亡したときや飼主の住所が変わった場合は、届出が必要です。
※　手続きは①集合注射会場、②市役所環境政策課窓口、③各支所窓口、④しま
　ね電子申請サービスでおこなうことができます。    

▽実施期間　　５月８日㈬～10日㈮・14日㈫～16日㈭ 
▽場所・時間　日程表のとおり  
▽持ち物
①お知らせハガキ
（２月末までに犬の登録をしている人には、４月上旬に郵送しています）
②注射料金　１頭あたり3,000円
（注射料2,450円＋注射済票交付手数料550円）
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相続登記はお済みですか !?相続登記はお済みですか !?相続登記はお済みですか !?

ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

５月不燃ごみの収集日

15
24
23
27
31
21
29
30
20
28
30

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

22

日１
10
２
13
17
９
８
16
７
14
16

22日
14日

野外焼却　法律で禁止されています
　「近所でごみを燃やしていて臭くて困る」「煙で窓が開けられない」「洗
濯物が汚れた」など、ごみの野外焼却（野焼き）に関する苦情が多く寄せ
られています。ごみを処分する場合は、市の指定袋に入れて、収集場所に
出し、野外焼却はやめましょう。

野外焼却の罰則

　廃棄物の野外焼却は法律により禁止されていま
す。違反すると５年以下の懲役、1,000万円（法人
は３億円）以下の罰金または、その両方が科せら
れることがあります。（未遂でも同様）

　農業または林業を営むうえで、やむを得ず稲わらなどを燃やす場合など
は、野外焼却の例外とされていますが、むやみに焼却をおこなわず、時間
帯や風向きを考え、よく乾かし、少量ずつ短時間で燃やすなど、ご近所の
迷惑にならないようにしてください。
　周辺環境へ配慮していない行為に対しては、現地確認及び指導を行う場
合があります。
　また、バケツに水を準備し、火が消えるまではその場から離れないでく
ださい。
　風の強いときや乾燥注意報が出ているときは、火災につながる危険があ
るため焼却しないでください。

例外的に認められる行為であっても、ルールを守って

※　地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶を使用した焼却、ブロックを積ん
での焼却なども野外焼却となります。

（法令の基準を満たす焼却炉を使用した焼却は認められています）
※　プラスチック類・ビニール類・タイヤは、焼却できません。
※　農業などで使用した場合は産業廃棄物になるため、市では取り扱いま
せん。産業廃棄物処理業者へ依頼していただくなど、適切な処理をしてく
ださい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

注意事項
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　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

５月の相談

23

生活相談

こころの健康相談・アルコール相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

14日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

13日㈪ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
７日㈫・21㈫ ９時30分～11時 県央保健所

10日・17日・24日・
31日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

年金相談（要予約）
９日㈭　10時～15時 市役所２階第２会議室
23日㈭  10時～15時 市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

７日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

人権相談
28日㈫　13時～16時
28日㈫　13時～16時

おおだふれあい会館
仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

17日㈮ ９時～12時 温泉津まちづくりセンター
行政相談

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

17日㈮ 10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
10日㈮ 10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　４月25日㈭、26日㈮　30日㈫
　５月29日㈬、30日㈭、31日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　５月19日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税

軽自動車税（種別割）

５月31日
１期
全期

10日㈮ 19時～20時30分

移動ナースバンク

就労相談
（要予約）

８日㈬ 
13時30分～15時30分

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
22日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉のお仕事相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
22日㈬ 13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
４日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

申
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お
ひ
な
さ
ま
展
で
飾
ら
れ
た
ひ

な
人
形
は
、
昭
和
初
期
の
段
飾
り

の
ほ
か
、
大
森
さ
く
ら
保
育
園
の

園
児
や
地
元
手
芸
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
ひ
な
人
形

な
ど
が
多
数
並
び
、
色
鮮
や
か
で

温
か
み
の
あ
る
空
間
が
、
石
見
銀

山
へ
の
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま

し
た
。

　
こ
の
お
ひ
な
さ
ま
展
を
開
催
し

た
関
係
者
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

今
回
は
『
山
陰
道
が
開
通
し
た
か

ら
石
見
銀
山
に
行
っ
て
み
よ
う
』

と
計
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
観
光
客

も
お
ら
れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
10
日
に
は
銀
山
公

園
駐
車
場
を
会
場
に
、
５
年
ぶ
り

と
な
る
「
石
見
銀
山
梅
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
見
銀
山
天
領
太
鼓
、
三
味
線

や
神
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
「
梅
の
種
と
ば
し
大
会
」
な

ど
、
多
彩
な
催
し
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
地
元
産
品
の
出
店
が
あ
り
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が

ら
味
わ
う
多
く
の
人
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
を
主
催
し
た
大
森

観
光
開
発
協
会
の
河
村
政
二
会
長

は
「
長
い
歴
史
の
あ
る
梅
ま
つ
り

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
人
も
多

い
。
こ
れ
か
ら
も
絶
や
さ
ず
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
３
日
か
ら
４
月
３
日
に

か
け
て
、
大
森
町
内
の
各
施
設

（
大
森
町
並
み
交
流
セ
ン
タ
ー
・

重
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅
・
旧

河
島
家
）
や
町
並
み
で
開
催
さ

れ
た
「
第
13
回
お
ひ
な
さ
ま

展
」。
大
森
町
全
体
に
さ
ま
ざ

ま
な
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
訪

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

大森の町並みに咲く梅の花

おひなさま展 ―石見銀山ひなめぐり―

石見銀山梅まつり
おひなさま展 ―石見銀山ひなめぐり―

石見銀山梅まつり

町内での展示の様子町内での展示の様子町内での展示の様子町内での展示の様子

「梅の種とばし大会」に参加する子ども「梅の種とばし大会」に参加する子ども「梅の種とばし大会」に参加する子ども「梅の種とばし大会」に参加する子ども

会場は多くの人でにぎわいました会場は多くの人でにぎわいました会場は多くの人でにぎわいました会場は多くの人でにぎわいました

地元手芸サークルの皆さんが作ったうさぎ雛地元手芸サークルの皆さんが作ったうさぎ雛地元手芸サークルの皆さんが作ったうさぎ雛地元手芸サークルの皆さんが作ったうさぎ雛


